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2019/12/25 

いよいよ、令和最初のお正月がやってきます！旅行に行ったり、年賀状をやめて

SNS で挨拶したり、おせちは作らず購入したり・・・と、時代とともにお正月の

準備や過ごし方が変わってきていますね。今回はそもそも「お正月とは？」の 

基礎知識を調べてみました。知っていて損はないですよ♪ 

「正月」とは 
お正月とは、新しい年の始まりに「年神様（歳神様）」を迎える行事です。「年神様」は、各家に 1 年の実りと幸せをもたらす

ために降りてくる“新年の神様（ご先祖様含む）”です。昔は 1 月すべてがお正月でしたが、現在では、1 月 1 日～7 日までを

「大正月(おおしょうがつ」7 日から 15 日までを「小正月(こしょうがつ)」と呼びます。 

総務グループのアップ UP 通信 1 月号 Vol.99 

「三が日」とは 

「松の内」とは 

三が日とは、元旦からの 3 日間のことで、新年を祝う期間です。 

なぜ 3 日間なのか？ですが、3 日に天皇が皇位の始まりを祝う 

「元始祭（げんしさい）」が行われるため、1 日 2 日も含めて 

3 日間を祝日にした説が有力です。他に、日本人は「3」という 

数字を、縁起がいい数字としてきたことから、1 年の最初の 

3 日間を三が日にしたという説もあります。 

松の内とは、年神様が家にいらっしゃる期間のことです。 

元旦から始まり、関東は 1/7 まで、関西では 1/15 まで。 

年神様は門松を目印に各家を訪れ、鏡餅に宿って過ごされます。 

松の内が終わることを松が明けるといい、年神様が元いた山に戻られるの

で、正月飾りも外します。 

おせちは保存が効くものばかりですよね。これは上記の「お正月のタブー」に関係していると 

考えられ、三が日に主婦を家事から解放するためだと言われています。 

また、おせちは年神様への供え物であり、家族の繁栄を願う家庭料理でもあります。 

「福を重ねる」「めでたいことが重なる」ようにと願いをこめて重箱に詰めます。 

心のこもったおせち、大事に食べたいですね。 

 

三が日は、家に帰るぞーー！ 

でも、いつ帰るかわからないので、

なるべく家を空けずに家の中で 

待ってて欲しいのじゃ。 

目印の門松もよろしくなのじゃ。 

 

鏡開きは、松が明けた後に行います。 

関東では 1/11、関西では 1/20 ですが、 

最近は関西でも 1/11 に行いますよね。 

（ワイドも 1/11 です）神様が宿って 

いる鏡餅を割って食べていると考えると 

・・・いいのかなぁ？ 

お正月（三が日）には「してはいけない」と言われていることがあります。 


